
一―
―
‐―
―
―
―

木島平村根塚遺跡出土「大」字様刻文のある土器片
(長野県宝 弥生時代後期 木島平村教育委員会写真提供 )

千曲市社富司遺跡出土墨書土器 ワ 千ヽ」など
(平 安時代前期 長野県埋蔵文化財センター写真提供 )

松本市三間沢川左岸遺跡出土銅印「長良私印」
(平 安時代前期 松本市立考吉 四物館所蔵 )
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信濃国分寺尼寺金堂跡出土文字瓦「伊」
(奈 良時代 仁濃国分寺資料館所蔵 )
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佐久市聖原遺跡出土仏鉢形土器
(平 安 B寺 代前期 佐久市教育委員会所蔵 )

飯田市恒川遺跡群出土墨書土器「厨」
(平安時代前期 飯田市教育委員会所蔵 )
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中国や朝鮮半島からもたらされた漢字を用いて、古代の人々は板、紙、土器、陶器、瓦、銅印などに

文字を記し、様々な意味を込めました。信濃では弥生時代後期の木島平村の根塚遺跡から「大」字様

亥」文のある土器片が発見され、現在までのところ国内では最も古い文字資料の一つとみられていま

す。奈良時代には、信濃国分寺跡から「伊」、「更」の文字をヘラ描きした文字瓦が出土しており、これら

は「伊那郡」、「更級郡」の郡名を表示したものであろうと考えられています。

平安時代前期の9世紀から10世紀にかけては、墨で文字を土器に記した墨書土器が東国を中心に

多数出土しています。こうした文字は一文字だけが記されたものが多く、村落内での祭祀や儀礼に際

して使用されたものであることが、最近の研究から解明されてきました。佐久市の聖原遺跡では、

「佛」の文字などをヘラで描いた仏鉢形の土器が出土しており、当時の仏教信仰に関わる貴重な資料

とみられます。また、松本市の下神遺跡では、中国の唐代に則天武后によって制定された則天文字と

みられる文字が発見され、注目されました。

千曲市の社宮司遺跡から|よ、「八千」など多数の平安時代の墨書土器が出土しています。また飯田

市の恒川遺跡群は、古代の伊那郡の役所である伊那郡衛跡であつたことが、調査成果からほぼ確定し

ていますが、役所の台所を示す「厨」の墨書土器が発見されています。さらに古代の信濃では、文字が

表現された鋼製や石製の印が出土しています。松本市三間沢川左岸遺跡出土の「長良私印」、千曲市

更埴条里遺跡出土の「王強私印」などの銅印は信濃の古代史を解明する上で、重要な資料とされてい

ます。

こうした資料を通して、古代信濃の文字文化の一端をご理解いただければ幸いに存じます。最後に

今回の特別展開催に際しまして、貴重な資料をこ出展いただきました皆様方、またこ指導、こ協力を賜

りました関係各位、諸機関に対しまして、厚くお礼申し上げます。

平成 19年9月

上田市立信濃国分寺資料館

上償越自動車通「上田菅平IC」から約5km/車で 10分。
長野新幹線「上田駅」からしなの鉄通乗りかえ/「信濃国分寺〕則下彰 徒歩5分。
」R「上田IIR」 より千曲バス「大屋丸子方面行」で約10分 /「八日堂入口」FI1/
徒歩3分。
上田駅よリタクシーで約10分 。



会期 :平成 19年 9月 15日 (土 )

～11月 4日 (日 )

上田市立信濃国分寺資料館

[特別展展示解説シー トI]

1木島平村根塚遺跡出土「大」字様刻文のある土器片

長野県北部の下高井郡木島平村に所在する根塚遺跡 (ねつかいせき)は、平成 7年から

漢 字 の 起 源            11年 度にかけて1頭にわたる調馨票実施iされ、縄文時代から中世までの遺構と遺物が検出

されました。特に弥生時代後期には、東西が 105m、 南北が 58m、 水田面からの高さが約 10m

漢字は中国で古代から使用され、日本に伝えられて表記の中心となった文字です。漢字伝来   の根塚丘陵全域が、墓域とされていたことが確認されました。

以前の日本には文字が無く、漢字の伝来によってはじめて表記が可能となりました。漢字の起    発見された遺構は「根塚弥生墳丘墓」と名づけられた弥生時代後期の円形墳丘墓があり、

源は、紀元前 15世紀から前 1060年頃まで中国の華北を支配した殷 (いん)王朝で使用された   この墳頂部に埋葬された木棺内から鉄剣―振りと多量のガラス小玉・管玉類が検出されま

甲骨文字 (こ うこっもじ)と されています。甲骨文字は神からの託宣 (た くせん 口神に祈って受  した゛またこの木棺を囲むように弥生時代後期の土器類が出土しました。さらに別地区か

けたおつげ)を得るために亀甲や牛骨を用いて占いをし、そこに占いの内容、結果が刻書されて  らも2本の鉄剣が発見され、3ヶ所に渦巻文 (う ずまきもん)を有した「渦巻文装飾付鉄剣」

います。河南省安陽市に所在する段王朝後半の王都であった殷墟 (いんきょ)か らは、彩 (ぉび  が注目されました。こうした渦巻文装飾の文様構成や鉄素材の成分分析から発見された 3

ただ)しい数の甲骨文字が発見され、約三千種の漢字を用いて占いの記録が残されています。漢  本の鉄剣は、いずれも朝鮮半島製であることが確認されました。

字の造字法は、ほとんどこの段の末期には完成したとみられています。               このような弥生時代後期の遺構 口遺物のほかに、土器に「大」という文字様の刻文が施

段を減ばした周王朝は段の甲骨文字を引き継いで文書を作成し、漢字で官職や機構の名称を定   された土器片 3点が、円形墳丘墓内や墳丘に貼石 (は りいし)を施した下部付近から出土

めています。紀元前 770年から前 403年の春秋 (し ゅん じゅう)時代には大築 (だいてん)の    して注目されました。その一つは、焼成前に器内面の底部に近い部分にヘラ状工具で鋭利

書体の漢字が使われました。この頃には青銅器の外側の目立つ位置に象嵌 (ぞうがん)で文字   に線刻したもので、おぼろげながら「大」と判読できます。その二は、焼成後に器外面に

が記され、神の読む文字から人間に読ませるための文字へ変化したとみられています。 紀元   ヘラで線刻したもので「大」の文字とみられます。その三はここに展示しました平成10年

前 6世紀頃から漢字は読書人である士の教養の基礎となり、思想家である諸子百家が漢字によ   の第 3次調査で発見された「大」字様刻文のある土器で、二と同様に第三画目の筆順が右

つてその論説を記しています。紀元前 221年、秦の始皇帝が小築 (し ょうてん)の書体に漢字   から左になつており、焼成後に鋭い刃物で深く刻書したとみられます。この土器は弥生時

を統一しました。始皇帝は度量衡 (ど りょうこう日長さと容積と重さ)の統一も行い、漢字が   代後期の箱清水式土器の壺形土器か無頚壺 (むけいこ)の肩部の部分とみられ、3世紀後半

政治の道具として使用され、不特定多数の人間を対象に漢字が使用されたと考えられています   の刻書とみられます。こうした文字の筆順は朝鮮半島南部の伽耶 (かや)地域の 5～6世紀

こうして中国で発達した漢字文化を背景にして、紀元前 108年、漢の武帝による楽浪郡 (ら く   の刻書土器に類似性があるとされ、朝鮮半島との関連性が指摘されています。

ろうぐん)、 玄菟郡(げんとぐん)、 臨屯郡(りんとんぐん)、 真番郡(しんばんぐん)の 4郡の設  2三 重県松阪市片部遺跡出土の墨書土器置以降、朝鮮半島にも中国からの漢字文化の流入が進行 しました。韓国昌原の紀元前 1世紀の茶   __E"_― ― ―一‐一一― ‐ ‐―一―

(第 5次調査)

平成 7年 12月 、三重県松阪市 (旧嬉野町)の片部遺跡から出土した小型丸底土器の口緑上端戸里 (タ ホリ)遺跡からは、筆が 5本、木簡 (も っかん・文字などを記した細長い木片)に記し
部に、4世紀初頭とされる「田」の墨書が発見され、広く注目されました。当時は日本最古の文た文字などを訂正する際に木簡を削つた鉄製環頭刀子 (て っせいかんとうとうす)が出土しましたc

こうした文房具の筆、墨、硯 (すずり)などは中国ですでに盛んに使用されており、朝鮮半島で =

.通 じて全国に報道されました。この墨書土器は大規模な溝内部の堰 (せ ぎ)

文房具が使用されていたことを示しています。こうした文房具を用いた漢字の使用は中国人や中[

|ま った土器約 20点 と共に出土し、1点だけ墨書力t認められました。「田Jは
から渡来した人々によって担われていたとみられています。

|ら も国内で作られた土器に国内で書かれたものと考えられています。

日本への漢字の伝来

紀元前 1世紀の頃から中国の史書に倭人 (わ じん)が登場し、漢字文化の中心の中国との交流

があつたことが推測されます。中国との交流には漢文の文書が必要で、外交文書や金印の形で漢

文や漢字が伝来したとみられています。現在、最古の文字資料としては 2世紀中葉とされる三重

県安濃町大城遺跡出上の刻書土器「奉」、二重県松阪市片部員蔵遺跡の 2世紀終末とされる「田J

の墨書土器、福岡県前原市三雲遺跡出土の 3世紀中葉とされる甕 (かめ)の線刻「責」、長野県

木島平村根塚遺跡出上の 3世紀後半とされる「大」の刻書土器、三重県松阪市片部遺跡出土の 4

世紀初頭とされる「田」の墨書土器などが知られています。こうした漢字はいずれも記号的に使

用されたとみられています。5世紀にはいると5世紀中葉の千葉県市原市稲荷台 1号古墳出土鉄

剣銘、5世紀後半の埼玉県行日市稲荷山吉墳出土鉄剣銘などがあり、漢字の文章が記され、漢字

に基づいた日本語表記のきざしがみられるとされています。

平成 9年には片部員蔵遺跡から「い」の字状墨書土器や朱線を記 した土器片、人面 (鬼面)を
墨描 した壺形土器が発見され、3世紀初頭に位置付けられました。平成 11年には、同じ片部員蔵

遺跡から2世紀終末に位置付けられる弥生土器の壺の胴上部に、「田Jの文字が墨書された土器が

発見され、現在最古の墨書土器の一つとされています。

さらにこの片部員蔵遺跡と津市をへだてた北側にある安濃町大城遺跡の弥生時代の住居跡柱穴

から、2世紀前半の高杯脚部 (たかつききゃくぶ)の破片で、「奉」の文字が刻書された土器が出

土しました。この住居跡の上部には古墳が築造されており、2世紀前半の刻書土器と位置付けられ

ています。このあたりは伊勢津 (いせのつ)の前身である安濃津 (あのうのつ)と 呼ばれる特に

大きな港が古代にはあり、大阪の難波津 (なにわのつ)、 福井の敦賀津 (つ るがのつ)、 福岡の饉

津 (なのつ)と ともに国家が管理する「大津」とされていました。

こうした大津には中国大陸や朝鮮半島からの渡来人が訪れ、物資、文化、情報などがいち早く

もたらされたとみられています。こうした港を管理する人々も早くから文字を使用した渡来系氏
族であったと推測されています。ただし、これらの弥生時代から古墳時代の遺跡より出土した刻
書土器や墨書土器の漢字は一字のみであり、いずれも記号のようにして用いられたと考えられて
います。

υ般 覗離鯰轟星璽ω

「大」字様刻文のある土器片

(刻文は 3世紀後半に推定されている)

根塚遺跡円形墳丘墓

片部遺跡出土墨書土器「田」(4C初頭)



[特別展展示解説シー トⅡ]

1 千曲市屋代遺跡群出土木簡

千曲市屋代の屋代遺跡群は、千曲川中流域の右岸の自然堤防上に位置しています。平成 6年、

上信越自動車道の建設事業に伴なう屋代遺跡群⑥区の調査が長野県埋蔵文化財センターによって

実施され、126点を数える木簡や多数の木製祭祀具 (も くせいさいしぐ)が出土し、7世紀後半

→卜■と出認前半の害衝冥かんが 口役所の意味)的な配置をもつ建物群が検出されました。こうした

調査成果から遺跡群周辺に、埴科郡衝跡 (はにしなぐんがあと)や初期の信濃国府跡が推定されて

います。出土した多数の木簡の中には信濃国司 (し なのこくし)が更科郡司 (さ らしなぐんじ)等
にあてて発給した「国符木簡」 (こ くふもつかん)が含まれていました。この国符木簡は信濃国司

の命令が更科郡に出され、そこから水内郡一高井郡一埴科郡へと順次送られて、最終的に埴科郡の

屋代遺跡群で廃棄 (はいき)されたと考えられています。この最終の廃棄地は埴科郡衛か、発給元

の信濃国府と推測されています。

また埴科郡司が屋代郷長 (や しろごうちょう)・ 里正 (り せい)に対して、郡衝で行う神事のため

に「敷席」(し きむしろ)や人夫などの調達を命じた「郡符木簡」(ぐんぷもつかん)があり、郡郷里

制 (ぐんごうりせい)下の西暦 715年から740年の間に出された木簡と考えられています。さらに松本

地方を示す「東間郡」(つかまぐん 菫筑摩郡)と記された木簡も見つかり、郡衝間の交流や郡の上に立

つ国府的機能の存在が推測されています。7世紀末から8世紀初頭までの初期国府については、国司は

独立した庁舎を持たず拠点的な郡術に駐在したり、諸郡衛を巡回して任務を行つていたとも考えられて

います。屋代遺跡群の初期国府については、今後の調査 口研究の重要な課題とされています。

2飯田市恒川遺跡群出土文字資料

飯田市の恒川 (ごんが)遺跡群は飯田市座光寺に所在 し、日中倉垣外 (たなかくらがいと)・ 恒

川A口 恒川 B“ 阿弥陀垣外・新屋敷・薬師垣外の各遺跡で構成されています。昭和 52年には国道

153号座光寺バイパス建設工事に伴なつて発掘調査が実施され、田中倉垣外地籍から大型の掘立柱

建物跡 3棟がほぼ南北方向に主軸をそろえて発見されました。この地域は以前から伊那郡衝跡の推

定地とされており、特に注目されました。これ以降、大型の掘立柱建物跡は各所から出土しており、

官衝 (かんが)的な建物跡とみられています。これらの建物跡は総柱の建物が少なく、側柱 (かわ

ばしら)の建物が多いことが特徴的です。

恒川遺跡群からは 40点を超える須恵器の円面硯 (えんめんけん)が発見され、郡の役所で使用

された可能性が考えられています。また皇朝十二銭の一つである「和同開称」(わ どうかいちん)の
銀銭が出土して注目されました。この「和同開称」銀銭は発行の翌年の 709年には銀銭禁止令が出

された数が少ない貴重な資料であり、郡司などの役人の所有物と推測されています。

墨書土器では 9世紀後葉の灰釉陶器杯の高台部に、墨書の「厨」(く りや)が記された資料が薬

師垣外遺跡の溝跡から出土しており、郡衝の食物を調理する厨房 (ち ゅうばう)を示す墨書とみら

れています。また 8世紀前半に美濃国で焼成された刻印須恵器の「美濃」が出土しました。これは

美濃国の官窯 (かんよう)である岐阜市の老洞古窯跡群 (お いばらこようせきぐん)で焼成された

須恵器を示す刻印の「美濃」が押されており、役人などが持ち込んだものとみられています。さら

に役人が朱書きに使用した朱墨を溶いた′くレットとみられる、朱墨の付着した灰釉陶器の底の高台部

が出土しました。このように伊那郡衝跡とされる恒川遺跡群からは、墨書土器や刻印須恵器、大量の

硯などが出土し、古代の役所と文字との関係を示す貴重な資料が発見されています。

郡符木簡 (屋代木簡 114号 )

埴科郡司が屋代郷長・里正等に対 して、郡
衛で行う神事のために敷席 (し きむしろ)。

鱒 (ま す)・ 芹 (せ り)な どや人夫の調達
を命 じた命令書。郡郷里制下 (715年～
740年)の木簡とみられている。

(長野県立歴史館所蔵)

5 cm

国符木簡 (屋代木簡 15号 )

信濃国司が更科郡司等に対 して発給 した命

令書。命令の内容は欠損 していて不明であ

るが、国司の命令である国符に木簡を使用

した例としては全国初の出土。出土層位か

ら8世紀前葉の資料とされている。

(長野県立歴史館所蔵)

千曲市屋代遺跡群 出土

o _o cn3

刻印須恵器「美濃」
美濃国の官窯の岐阜市老洞古窯跡
群で焼成された須恵器を表わすc

飯田市恒川 (ごんが)遺跡群
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用いられたと推測される。
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墨書土器「厨」 (く りや)

郡衝の食物を調理する台所を
示 した墨書とみられるc

(伊那郡衝跡の推定地)出土

円面硯 (古代の役所・寺院などで使用された)



則天文字は中国の唐代の女帝であった則天武活 (護血笑 )が制定した独特の文字群です。
釜粉元年 (690)唐の国号を周と改めた則天武后は独自の新しい文字を制定し、使用を命
令しました。中国では古来から文字や字体の制定は絶対権力者のみが許されました。則天
文字は現在 17文字が確認されており、天 “地 口人 口日 口月 日星 口国 腱君 口臣 口人 口年・

正などの重要な文字を新しく制定し、使用させました。「―Jと「忠」を合わせて臣、「―」
と「生Jを合わせてム _「山」「水」「土」を合わせて地の意味の漢字を作っています。
この則天文字は則天武后の死後、直ちに使用が禁止されましたが、ゎが国では奈良時代

の初期には遣唐使によって伝えられたとみられ、中世口近世まで使用された文字もありま

した。この則天文字は画数が多く、装飾的であり、当時の人々には呪爵な麗男や催餞が感
じられる文字として広く用いられたと推定されています。

長野県内では松本市の下神遺跡で 200点を越える「嵐」や、50点を越える「而」が出
土し、「嵐」は則天文字の君や初の類似が、「而」は則天文字の天との類似が指摘され、則
天文字の可能性が考えられています。また長野市の南宮遺跡からも則天文字とみられる
「A」 の文字が出土しています。中国の唐の時代に短期間使用された則天文字が平安時代

前期の信濃の村落で、撃当ゃ選■に用いられており、たいへん興味深い遺物といえます。
なお、下神遺跡では則天文字の「舌」(正)が 1点、溝跡から出土しています。
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上田市信濃国分寺跡出土文字瓦と刻書土器
信濃国分寺跡は上田市国分字仁王堂、字明神前を中心に所在しています。昭和 38年から

46年まで 8次に渡る発掘調査が行われ、僧寺跡、尼寺跡のほぼ全容が解明されています。

この信濃国分寺跡では、焼成前にヘラで文字が平瓦に刻書された「文字瓦」が出土し、注

目されました。8世紀後半の尼寺金堂跡からは文字瓦「伊」が出土し、平安時代初期の国分

寺 1号瓦窯跡からは文字瓦「更」が出土しています。それぞれ「伊那」、「更級」の郡名を

示し、武蔵国分寺跡出土郡名文字瓦などの事例から各郡が税制の負担体系に基づき、瓦を

生産する瓦屋 (がおく)に直接発注して経費負担をしたことを示すものとみられています。

また国司からの命令などで郡が仏教的作善行為である知識として瓦を寄進したことを示す

ものともみられています。

平成 12年、14年に実施された信濃国分寺跡僧寺北東域の調査では、『佐久」、「大」、「井」

と刻書された須恵器が出土しました。このうち「佐久」は佐久郡を示すとみられ、8世紀後

半から9世紀前葉にかけての須恵器に刻書されていました。また11世紀の土師器の羽釜(は

がま)上部に「上」の刻書がある資料が出土しました。さらに平成 18年に実施された僧寺

西門跡付近の調査で出土した 8世紀後半の平瓦の凹面に、「七九六十三」と九九とみられる

刻書があることが平成 19年に確認されました。九九は中国から奈良時代以前にわが国に入

ってきたとみられ、万葉集にも「十六」と記して「しし」と読ませる箇所があります。こ

の文字は比較的熟達したもの■ 文字の意味を理解して九九算を刻書した苛能性が考えら

れまt
遺跡出土の墨書土器

奈良・平安時代の集落遺跡からは、土器の表面に墨で文字が記されたり、刻書されたも

のが出土します。こうした土器は最近の研究により、村落内での槃議や選■にあたつて使

用されたものであることがわかつてきました。この墨書土器が村落内で出現するのは 8世

紀からで、本格的に広まるのは 9世紀から10世紀にかけてです。10世紀の末には減少し

ます。文字は 8世紀代のものは小振りで鶏主なものが多く、9世紀以降のものは文字が大

きく太くなり、羅稀な書体のものが増えていきます。こうした変化は文字を記す人々の層

が広がつている様子を示しています。

千葉県八千代市の周辺では複数の文字を記した墨書土器が多数発見され、土器を用いた

村落での祭祀の様子がわかつてきました。ノヽ千代市北海道遺跡からは「賛補天建西
九 [1

部乙刀自女形代
tti象霧言嵩電Fl恙梶1革:墨L二1島菫霧貢t言111電LFIt

て奉げられたもので、墨書土器を招代や形f

のと考えられています。

こうした墨書土器は文字を記すことにより祭具や依代となり、さらに神体としての機能

も果たした可能性が推測されています。土器を供える対象は神や仏、疑椰、邪簿、悪霊な

どとみられています。地方における古代の文献史料はごくわずかであり、これらの墨書土

器は地方の古代史を解明する重要な資料とされています。

遺跡出土の則天文字'[特男り展展示解説シー トⅢ]

ぼくしよ

則天文字か
「而」

則天文字 刻書土器「副  (貝」天文字か)

(長野市南宮遺跡出土)

松本市神林の下神 (し もかん)遺跡は奈良井川と鎖川の合流する南側に位置し、8世紀初め

から9世紀後半まで繁栄した集落跡が確認され、200棟以上の建物跡が出土しました。昭和 58

年から松本市教育委員会が、昭和 60年から長野県埋蔵文化財センターが高速道路建設に先立

ち調査を実施しました。この遺跡では最盛期である9世紀初めに、二重の堀に囲まれた一辺 10m

を超す大型の竪穴住居跡が建てられていました。出土遺物は奈良三彩 “墨書土器 口漆紙 (う るし

がみ)文書 口硯 口鉄製農具などで、特に墨書土器は 9世紀代がほとんどで、490点出土しました。

このうち FLJが 234点で全体の 47.8%を占め、続いて「而」が 10.896、 「人人」が 4.9%を 占

めていました。FA」 、「而」は中国唐の則天武后が創始した則天文字の可能性が指摘されました。

この他に墨書土器「草茂」、「南殿」、「小長」、「西戸舎」などが出土しました。『草茂」は元大納言

の藤原冬緒が仁和 3年 (887)に、多武峰妙楽寺に寄進した記録のある荘園「草茂庄」とみられて

います。

刻書土器「佐久」

九九算の文字瓦「七九六十三」

上国市信濃国分寺跡出土文字瓦と刻書土器

松本市三間沢川左岸遺跡出土墨書土器

則天文字「鳳」

塩尻市吉田川西遺跡出土墨書土器

1ヽ')「上田市明神前遺跡

諏訪市十二ノ后遺跡出土
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,[特別展展示解説シー トⅣ] 銅印「長 良私印」

長野県内出土 日伝世の古代印について

長野県内出土の銅印は松本市三間沢川左岸遺跡出上の「iピ 冨 絃浄」(9世紀中口後半)、

擢蹴剛凛蹴}ご香「
1黒
連蹴墓認茸w意亀

認 乳 芸夏苫F輩 鷺 琢 ∬ 貿 忌 「 [ξ言1喜真罰[會飩
濃における文字資料として重要な遺物であり、今後の調査・研究の成果が期待されてい
ます。

松本市三間沢川左岸遺跡から出土したこの銅印の大きさは、

印面が 3.3X3.2cm、 高さは 2_8cmで、重量は 52gあ ります。

9世紀中頃から後半の竪穴住居跡から単独で出土しました。

]Ittli聯鯖ム継  磨
準請書の樹 震■をさす可能性が考えられましたが、中央貴

族の藤原氏を想定した場合は地方社会では藤原の氏を誇示して

「藤原私印」となるとみられています。

この場合は四文字私印の事例でみられる豪族の氏名 (う じめ

い)の一文字+名の一文字をとつて印文を構成したとみられま

す。この場合に氏 (う じ)名 としては東国に分布する「長谷部」

が推定され、『長谷部良0の私印」などと推定されてぃます。

おうきょう し い ん

銅印「長良私印」
(松本市三間沢川左岸遺跡出土・松本市立考古博物館所蔵)

〔伴私印ヵ〕

大□半□□ 〔来ヵ未ヵ〕

宍□私印

伯万私印

物部猪丸

銅印「王強私印」

千曲市更嵯 巣壁遺跡から出土したこの銅印の大きさは印面が

3.OX3.2cm、 高さ 4。 lcln、 重さ61.9gあ ります。この更埴条里

遺跡は千曲川右岸の自然堤防から後背湿地に位置し、9世紀の

洪水で理裳した条里水田と 10世紀の集落跡が発見されました。

銅印は集落に近接した砂層から出土し、9世紀後半から 10世紀

のものと推定されています。

印文は二行で構成され、二文字ずつの「王強」、「私印」とみ

られます。この銅印は昔睡歯や苦警琶から渡来した氏族の王氏に

関わる私印と推測されています。越前日では国府官人として王

氏の名がみられ、国司 口郡司などの地方官人として渡来系氏族の

王氏が、国・郡の行政に深く関わつていたと考えられています。

この銅印は「王強0の私印Jと判読できるとされています。

せきいん  はくまん じ い ん

石印「伯万私印」

佐久市聖原遺跡から出土したこの石印は、方形の印面の大き

さが 3.3～ 3.5cm X3.4～ 3.5cnL、 高さが 6_2cmあ ります。この

石印は平安時代前葉の竪穴住居跡から出土しました。

石印の印文は二行で構成され、二文字ずつ「伯万」「私印」と

陽刻されています。この石印については、「伯万呂』という有力

者の私印との見方がありましたが、この「伯万私印」の場合も

四文字私印の事例でみられる豪族の氏名 (う じめい)の頭文字+

名の頭文字+私印で印文を構成したと考えられています。この場

合に氏 (う じ)名としては『緩ざ尉白1にある「猶雛 見」、「伯

徳広道」のような伯徳氏などが推測されています。

£同F口  「三巨;重i希ムF口」

(長野県立歴史館所蔵)

おおとも

銅印「大伴?□□」

長野市篠ノ井遺跡群から出上したこの円形の銅印は、印面の

長径が 4.lcm、 重量は 45_5gあ ります。篠ノ井遺跡群は千曲川

左岸の自然堤防上に位置しており、269棟の竪穴住居跡や掘立

柱建物跡、井戸跡などが発見されました。この銅印は、9世紀

第 2四半期 (826年～850年 )の竪穴住居跡から出土しました。

銅印の印文は「大伴 ?」 と推測され、「大伴私印」と当初は

鋳出されていたと考えられています。丸印の類例としては、京

都府舞鶴市の浦入遺跡から出土した製塩土器の支脚に「笠百私

印」の円形の刻印があります。この印は丹後国加在地方の有力

な豪族である笠氏の百0の私印とみられています。

この「大伴私印」の場合は四文字私印の事例でみられる豪族

の氏名 (う じめい)+私印で印文を構成したとみられます。こ

の場合に氏 (う じ)名 としては『日黎菫錦 』にある「大場鏑ご

忍解 信濃国小 県郡鶴静ぎの人」のように、信濃国の北部に分

布する大伴氏が推定されています。

ししらい         し ぃ ん

銅印「宍来 (未 ?)私印」

上田市法楽寺遺跡から出土したこの銅印の大きさは印面が

2_8X2.8cm、 高さ2.8cm、 重さ35.8gあ ります。銅印は出土

した遺物などから、10世紀のものと推定されています。

印文は二行で構成され、二文字ずつの「宍来 (未 ?)」、

『私印」と鋳出されています。日立歴史民俗博物館の化学分

析の結果、銅を 100と して、ヒ素 4.0、 鉛 1.0、 銀 0_25、 錫 0.1、

ビスマス 0.25、 アンチモン0.15と され、古代印であることが

確認されています。

この銅印の四文字は「氏 (う じ)の頭文字+名の頭文字+私

印」を表わすとされ、「宍」は「美入節」の頭文字と考えられて

います。宍人部は宮廷で鳥獣の肉の調理にTわ った美災の費曇を

負担する部 (職業集団)と考えられています。千曲市の屋代遺跡

群出上の木簡にも宍人部、宍部が記されており、小県郡や埴科郡

に宍人部 (宍部)が分布していたことが推測されています。

石製印「伯万私印」
長野県内の古印出土分布図

(イ左久市教育委員会写真提供)

銅印「宍来 (未 ?)私印」



信濃国分寺資料館

佐久市西近津遺跡群出土の古代銅印

佐久市長土呂の西近峰遺跡群から今年の8月 31日 に古代銅印が発見され

ました。この銅印の大きさは縦、横が 3.3clnの正方形で、花弁状のつまみが

付き、高さが 3.2clnあ ります。重量は 52gあ ります。縦に 2行に 2文字ずつ

「鋼子私印」の楷書 (かいしょ)体の漢字が鋳出されています。

この銅印の文字は他の銅印の事例から氏名 (う じめい)の頭文字「姜口」と

名の頭文字「子」に「私印」(個人所有の印)の文字が鋳出されたと考えら

れています。このため「鋼0子麻呂」などという名前の有力者が佐久地方に

おり、この有力者が所有し、使用していた私印と推定されています。

出土した地点は東西 3m、 南北 3.5mの竪穴住居跡の中央部で、土器片など

と一緒に廃桑された状態で出土しました。この出土した土器は 9世紀末～10

世紀前葉に位置付けられ、銅印もこの時期の遺物とみられます。残存状況は

良好で、ベンガラ (酸化鉄)とみられる赤色顔料が印面に残つています。

日立歴史民俗博物館館長の平川南氏は「形状から 8口 9世紀代に造られた

「四文字私印」で、出土状態や時期が明らかで良好な資料」とされ、「赤色

顔料や銅印自体の科学的な成分分析も必要である」と指摘されました。

この西近津遺跡群の周辺には古代の佐久郡衝 (ぐんが 日郡の役所)が推定

されています。また遺跡の北東約 700mの近津神社周辺からは古代瓦が採集

され、古代寺院の存在も推測されています。このためこの銅印は、佐久地方

の古代史を解明する上で、極めて重要な遺物と考えられています。

今回、長野県埋蔵文化財センターのご配慮で、特別展「古代信濃の文字」

に雪難、この貴重な銅印をご出展いただきました。長野県埋蔵文化財センタ

ー、並びに関係各位に厚くお礼申し上げます。

私翁□:

匿脚鋼酵

銅印 くどういん):
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銅印「釦子私印」 (長野県埋蔵文化財センター所崎


